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こうしたデジタルビジネスモデルが発展しつつ
あり、企業組織や政府機構でITが普及し続けて
いる中、データのセキュリティとプライバシー保
護、人 と々企業の安全確保、データインテリジェ
ンス、eコマースとクラウドサービス、包括的な
金融サービス、そして最も重要な点として、信頼
できかつ効率的なエンドツーエンドの通信ネッ
トワークに対する需要が急増しています。

このeブックは、活力に満ちたアジア地域の企
業がデジタル変革の機会を捉え、競争激化と薄
利化が進む中で競争力をさらに高める上で参
考となるユースケースを紹介します。主なテー
マとして、勃興しつつあるモノのインターネット
（IoT）の進展がもたらす補完的な利点、マルチ
ギガビットのアクセスとスイッチング、Wi-Fi 6、
ネットワーク集約、ファイバー配線と銅ケーブル
配線を扱います。

こうした変革に対処するためのブロードバンド
サービスと広帯域の需要が増加するにつれ、今
日の業務を支えるケーブル配線インフラも、ネッ
トワークの効率化と簡素化で重要な役割を果
たします。これはミッションクリティカルなアプリ
ケーションばかりでなく、社内の関係者とビジネ
スエコシステムをつなぐエンドツーエンドの通信
システム、市場情報のリアルタイムデータ解析に
とっても必須の要素です。

普遍的なデジタル変革を通じて、今日のあらゆる企業がテクノロジー企
業へ進化しています。例えば、シェアリングエコノミーはプラットフォーム
ビジネスによって実現しました。これはアプリやAPIを通じて資産やサー
ビスの購入、販売、配送、追跡、交換、転送を手助けするとともに、資産や
サービスに対する支払いを行えるビジネスモデルです。

概要
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源供給機能を備えた接続性が強化されることが
要となります。IoTデバイスへの依存を強める消費
者がより多くの帯域を要求しつづけることで、ネッ
トワーク集約のニーズが深まります。

効率性が至上課題

ワイヤレスネットワークのアーキテクチャは進化
を続けており、4G/LTEの高密度化と5Gワイヤレ
スを通じて容量を増強しています。最短250メー
トルまで距離を縮められるスモールセルが増える
ため、各アクセスポイント（AP）の単位面積あたり
の帯域幅も増加しており、同時に6GHz帯域とミ
リメートル波長帯（例えば28GHz）における固定
ワイヤレス5Gが予定されていることにより、帯域
幅とスペクトラムが増えていきます。

この発展に歩調を合わせ、消費者はIoTデバイス
が効率的に動作することを要求するため、IoTデバ
イスが依存する集約されたネットワークもまた、
効率化を図らなければなりません。

IoTセンサーをデーターセンターへ接続すれば、
新たな解析やサービスを実現するインテリジェ
ントデータが直ちに生成されます。今後5年間
で、より高い処理能力、ストレージ、その他の先
進機能を搭載し、拡張を続けるエッジコンピュ
ーティング環境は、集中管理サービスへの安定
した通信を確立することになるでしょう。

マルチアクセス型のエッジコンピューティング
が実装されるにつれて、演算処理能力ははエン
ドポイント側に移行しており、これによりユー
ザーは、低遅延を求められるアプリケーション
が利用できるようになっています。ワイヤレスネ
ットワークでは、ライセンス帯域（4G/5G）とア
ンライセンス帯域（Wi-Fi/Bluetooth/LoRaな
ど）の集約も行われています。例えば、スマート
ビルは安定したセルラー接続だけでなく、どこ
でも利用可能なWi-Fi やIoTのワイヤレスネッ
トワークも利用します。将来的には複数のネッ
トワークが同じ建物内で集約されることになる
でしょう。

こうしたトレンドが継続するには、ファイバー配
線／銅配線／ワイヤレスのブロードバンドが集
約し、データや演算処理デバイスと消費者側の
エンドポイントをつなぐネットワークにおける電

アジア太平洋地域は、2019年度における世界全体のモノのインターネット（IoT）関
連支出で約35.7%を占めています。アジア太平洋の国々や企業がスマートシティや
IoT構想を立ち上げ続ける中、より多くの優れた接続に対する需要が増え、ネットワ
ークインフラへの影響も増していきます。IoTの大規模な開発ハブが中国、韓国、台
湾、香港、シンガポールに出現しており、交通、製造業、農業、政府機構、ヘルスケア、
小売などの主要産業に影響を与えています。
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のソリューションには、CommScopeのSmart 
Citiesポートフォリオや、Wi-Fi 6、IoT、LTEなど
のCommScope Ruckusソリューションが挙げ
られます。

将来に備える

ワイヤレスインフラや有線インフラの基盤の
構築、データ解析、ビル内配線のいずれにおい
ても、今後20年間に利用されることを前提に
決定が行われます。IoT、5G、マルチアクセスの
エッジコンピューティングなどの継続的な開
発、PoE新規格の登場は、十分な準備が、今後
の技術やアプリケーションを最大限かつ柔軟
に活用するために必要だという事を意味して
います。

電力供給

パワー・オーバー・イーサネット（PoE）技術の今
後の発展は、電力と帯域の供給を集約を実現し
ます。IEEE 802.3bt（4PPoEとも呼ばれる4ペア
のPoE規格）は、データ帯域を犠牲にせず、電力
供給機器出力の最高平均電力を約90Wに増加
させます。

4PPoEは、照明、Wi-Fiルーター、IPカメラ、産業
用センサーなどだけではなく、スモールセル基
地局、小売店のPOS端末、デジタルサイネージシ
ステムなどへ電力を供給できます。Grand View 
Research社は、最大10GBASE-Tのデータレー
トに対応する4PPoE技術が導入され、それを利
用するアプリケーションやデバイスが増えるに
つれて、世界のPoE市場は2025年までに37.7億
ドルに達すると予測しています。

低レイテンシを実現するバックホール

ワイヤレスネットワークは、有線のネットワーク
と最終的には統合されなければなりません。一
般的なセルラーネットワークは、ファイバー、ハ
イブリッド同軸ファイバーケーブル、銅線、マイク
ロ波など各種のバックホールネットワークへ相
互接続され、個別に電源供給されるマクロセル
のネットワークで構成されます。
 
CommScope-Ruckusのエンドツーエンド接続
ポートフォリオを使用すれば、企業はシームレ
スなファイバー、銅線、ワイヤレスのインフラを
設計してインストールできるようになります。ワ
イヤレスインフラがより中央管理され、モバイル
ネットワークのデータトラフィックが急激に増
すにつれ、ワイヤレスバックホールのトラフィッ
クは、有線サービスが使用するファイバーへ集
束されていきます。集束ワイヤレスネットワーク
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技術に精通した来客、増え続ける宿泊客の要
求、IoTなどの技術的イノベーションが、接客業
界を根底から変革しています。情勢が変化する
中、ミレニアム&コプソーン（M&C）ホテルは、シ
ンガポールにある5箇所のホテルや自社オフィ
スへサービスとイノベーションを導入し、同時に
高いWi-Fi性能とマルチメディアコンテンツサポ
ートにより、宿泊客の満足度を高めようとしてい
ます。

グローバルに展開する同社は、シンガポールの
6拠点を含む、100以上のホテルを世界中で所
有し経営しています。主な課題は、宿泊客が求
める、現在、将来を見据えた帯域幅とシームレス
な接続を確保することでした。また、新たなデジ
タルサービス、IoTイノベーション、ルームサービ
ス専用ロボットを導入するため、Wi-Fiがホテル
全体を網羅する必要もありました。

特に、生産性と効率性を引き上げ、従業員の協
業を支援し、運営コストを低減するため、強力
で安定したWi-Fiを提供する最新の802.11ac 
Wave 2技術を活用したネットワークアーキテク
チャが必要とされました。

ソリューション

8か月の短期間で、802.11ac Wave 2対応の
2,900台を超えるComScope Ruckus APが、5
箇所のホテルへ導入されました。

135台を超えるCommScope Ruckus ICXスイッ
チが、リアルタイムの音声・映像配信などの低
レイテンシアプリケーションをサポートし、アグ
リゲーション機能を実現するために導入され
ました。5箇所のホテルはそれぞれ、2ノードの
SmartZone Clusterを通じて個別管理されてお
り、高可用性要件での復元力を強化しています。

スマート集約が将来のイノベーションの基礎を築く
成功事例：ミレニアム＆コプソーンホテル、シンガポール
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宿泊客の体験向上の目的で、同ホテルはサービ
スロボットを導入しています。ロボットは安定し
た強力なWi-Fi接続を必要とし、さらに、ロボッ
トが自律的にホテル内を移動し宿泊客へルーム
サービスを提供するため、Wi-Fiシグナルは広い
エリアをカバーしなければなりません。

また、CommScopeはIoTソリューションを実現す
る際に、ホテルのファイバー実装を簡素化してい
ます。CommScopeの構内配線製品、Ruckus ICX 
7150-24Fファイバースイッチ、ICX 7150-C08コ
ンパクトスイッチ、Fiber Backpackは、ホスピタリ
ティー業界の顧客へエンドツーエンドのソリュ
ーションを提供します。

メリット

CommScope Ruckusが提供するAPは、設置
場所に固有の要件を満たすために最適化さ

れています。客室内にWi-Fiサービスを提供
するH510 APは、より多くのデバイスへ同時
接続できます。R510 APは、中密度の屋内公
共エリアへ高性能、信頼性、カバレッジを提
供します。R710 APは、ボールルームやロビー
などの高密度環境に対し安定した接続性を
提供します。こうした場所には、グランド・コプ
ソーン・ウォーターフロントホテルの3,800平
方メートルにおよぶ会議場の例が挙げられま
す。T610 APは、プールやテニスコートなどの
混雑した屋外エリアでのWi-Fiサービス提供
に最適です。

Fiber Backpackを使用することで、Ruckus H510
室内APをファイバーバックボーンへ直接統合で
き、ファイバー・トゥ・ザ・ルームアーキテクチャの
規模、速度、効率性を生かし、すっきりしたセキュ
アな設置が行えます。
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より多くの接続デバイスが天井へ実装されて
いるため、施設やITネットワークはIP／イーサ
ネットへ集束しています。スタンドアロンユニッ
トまたはRJ45プラグへ終端済みで提供される
シーリングコネクタアセンブリ（CCA）を使用す
れば、こうしたデバイスを簡単にインストール
できます。

5G、Wi-Fi 6に適した構内配線のパフォ
ーマンス

将来の5Gネットワークは、スマートで効率的な
無数のエッジIoTデバイスへ、高度な接続機能を
提供します。こうしたネットワークは、マシン間接
続が増した状況での帯域幅、効率性、レイテン
シの要件を満たせる高速の有線・ワイヤレスネッ
トワークを特徴とします。

カテゴリ6Aのケーブル配線は、IoTを実現するた
めに、有線LANとワイヤレス技術、占有率センサ
ー、インテリジェント照明、オーディオビジュアル
サービス、ビルディングオートメーション、アクセ

新興のIoTと5Gアプリケーションの影響に対処
するITネットワークの経営者は、インフラ効率
を真剣に捉えなければなりません。主な課題に
は、床面積の可用性を高めるネットワークの高
密度化、将来の帯域要求を満たせる配線システ
ムのパフォーマンス、Wi-Fなどの重要な接続要
素、パワー・オーバー・イーサネット（PoE）対応
デバイス、ビル内ワイヤレス（IBW）システムなど
が挙げられます。

UCG、CCA最適化がネットワークの高
密度化に対応
 
アジア太平洋地域の大都市圏では不動産価格
が高く、企業ネットワークがより多くのIoTや5G
デバイス、アプリケーション、ユースケースをサ
ポートしているため、効率性とパフォーマンスを
重視したケーブル配線の注目度が再び高まっ
ています。

空間を効率的に利用する手法の一つとして、
ビルの床面積を均等なサイズに区分された「
セル」へ分割するユニバーサル接続グリッド
（UCG）が挙げられます。各セルの天井へ集束
ポイントを設ければ、コアネットワークへの接
続と有線／無線技術へのアクセスを楽に行え
ます。

アジア太平洋の経済環境はデジタル変革の最中にあり、企業は膨大なモノのイン
ターネット（IoT）とクラウドサービスへ独立したネットワークを導入すると複雑さと
コストが増すだけでなく、ネットワークのパフォーマンスを低下させ、高価な不動産
の価値にすら影響を与える可能性があることに注意しなければなりません。
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ス制御が共通して使用する接続プラットフォー
ムをサポートできる広帯域幅とリモート電力供
給を提供します。

一方、40Gから100/200Gへの移行が増してい
ますが、2020年には400Gのアップリンクとバ
ックボーンの初期導入が開始されるかもしれま
せん。

これまでのバックボーン構築は、水平要求の10
倍以上を基準として設計されていました。予定さ
れているWi-Fi 6や802.11ax APの理論速度が最
大10 Gbpsに達し、複数のデバイスとより良好
に接続できるため、新規や追加導入のバックボー
ンインフラはすべて、100 Gbpsのバックホール帯
域をサポートするよう仕様化されなければなりま
せん。

この速度をサポートできる光ファイバーインフ
ラは、OM5広帯域マルチモードファイバーです。
シングルモード、マルチモード、OM5広帯域マ
ルチモードのファイバーを備えたCommScope
のSYSTIMAX構内配線は、業界基準を満たす
か超えると認定されています。

5G IoT要求をサポートするスイッチや資産の数
が増えており、CommScopeの構内配線手法は
インテリジェントビル、キャンパス、データセンタ
ーで拡張性を確保し、複雑なネットワークの実
装を標準化します。ビルやビル群内へのケーブ
ル配線導入に関する既存規格を遵守するこの

手法は、レイテンシを非常に低く抑え、ネットワ
ーク全体の効率を改善して長期的にキャペック
ス（CapEx）とオペックス（OpEx）を低減します。

IoT接続機能を推進する要素

CommScopeの構内配線は、接続済みのIoTデバ
イスとセンサー駆動型技術へ電力を供給する目
的でも設計されています。

IoTの発展に従い、PoE対応リンクの管理が難
しくなっています。4PPoEとも呼ばれる最新の
IEEE 802.3bt PoE規格は、より広範な範囲の接
続デバイスをリモートで電力供給できます。

このため、CommScopeは推奨されるバンドル
サイズに基づき新たなケーブル配線規格策定
に貢献し、様々な電力条件や環境条件に対応
した物理ケーブルのバンドルを構築していま
す。CommScopeは、PoEスイッチから100メート
ル以上離れた場所にあるデバイスへ接続して電
力を供給できるパワードファイバーケーブルシ
ステム（PFCS）も提供しています。

UCG、光ファイバーバックボーン、PoEソリューシ
ョンで構成されるCommScopeのSYSTIMAX構
内配線ポートフォリオを管理しやすくするため、
自動インフラ管理システムのimVisionは、ネット
ワーク管理者がネットワーク全体を監視してリ
ソースの割り当てと使用を最適化できるように
します。
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将来に備え、スマートかつ安定した接続機能を持つテンセ
ント本社

成功事例：テンセント、中国

深圳を拠点とするテンセントの浜海大廈（TBB）
は、18,650平方メートルにまたがり、350,000
平方メートルのフロア面積を有します。テンセン
トのグローバル本社として、かつアニメーション
ゲームとモバイルインターネットの研究開発拠
点として機能するTBBは、50階建てのサウスタ
ワー、41階建てのノースタワー、タワー間で共有
される屋内施設を収納する3つの「架橋」で構成
されています。ビルの構造は、CEOの馬化騰が
提唱した、テンセントのビジョンであるコネクタ
ー（接続者としての役割）を再現しています。

CommScopeは、「コネクター」というビルのデ
ザインを表に出しつつ、ネットワークとケーブル
配線を完成させることを請け負いました。単純
に言えば、TBBをIoTの延長として機能させるこ
とです。すべての有線と無線のデジタルデバイス
は、TBBで相互接続します。主な課題は、接続技
術の開発と帯域幅の増強にありました。

ソリューション

CommScopeのスマートビルソリューションは、
閉回路テレビ、IPビデオ監視、アラームとセンサ
ー、アクセス制御、HVAC、通信、エネルギー、火
災報知、エレベーター、照明に必要な有線また
は無線のネットワーク接続を提供します。例え
ば、電力が必要なデジタルデバイスはワイヤレス
接続ではなく、PoEの有線接続が必要となりま
すが、暖房や高レベルの防火基準にはPoEを転

送できるツイストペアケーブルが使用されまし
た。さらに、TIA162-A規格とISO24704規格に従
い、ワイヤレスの接続範囲は半径12～18メート
ル内に設定されました。

ユビキタスネットワーク接続は254万メートル
のカテゴリ6銅線ケーブル、8万メートルのシン
グルモード光ファイバーケーブル、3万5千の情
報アウトレットで構成されています。
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メリット

CommScopeは接続の中断を最小限に抑え
るため、シンプルで効率よく移動、追加、接続
ポイントの変更を行えるUCGのベストプラク
ティスを提案しました。CommScopeのOFNP 
OS2シングルモード光ファイバーケーブルは、
ビルのシャフト内で最高レベルの難燃性を誇
り、10G/40G/100Gのネットワーク転送帯域を
満たします。OFNP高難燃性シースは高層ビル
における最新の難燃性要求を満たすため、PoE
ツイストペアケーブルは、熱を加えた場合でも
安全性と難燃性を保ちます。

相互接続されたスマートビルとして、LEEDゴー
ルド認定されたTBBは、携帯電話で呼び出せる
スマートエレベーター、顔認識のセキュリティシ
ステム、人員の正確な位置測定システム、車のス
マート位置情報とナビゲーションシステム、ホロ
グラム投影式のガイドを提供します。

スマートネットワークケーブル配線を通じ
て、TBBなど現代のスマートビルが活性化し
ており、技術発展にも対応できるようになって
います。その理由として、TBBの各フロアに配
置された400におよぶ超高密度の有線ネット
ワーク情報アウトレットをサポートするため
に、PoE、UCG、スマート照明、屋内ワイヤレス接
続範囲などが高品質の有線ネットワークに依存
する点が挙げられます。

TBB内の有線と無線のデジタルデバイスは、将
来の技術発展と帯域の拡張を念頭に置いて企
画され、設計されました。CommScopeはテンセ
ントが現在要求するデジタル接続性を満たすの
みならず、シームレスなアップグレードと拡張に
も備えています。
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的に接続できます。MTDCは複数の世代にまた
がる設備や速度をサポートできるケーブル配線
インフラを提供します。特記すべき事項として、
企業は高密度で光学損失の少ないケーブル、よ
りシンプルなインフラ管理、密度を最大限にす
るため床設置されたファイバー引き込みキャビ
ネットをすぐに利用できます。

5Gがエッジへ与えるインパクト

新たなスペクトラムを利用して、1桁のレイテンシ
をミリ秒に抑える第5世代のセルラーネットワー
ク技術、5Gが発展することで、DCの設計方法と
運営方法も変化していきます。一部では、DCは
2025年には予算の半分以上を5Gのサポートに
費やすと予測されています。

5G主導のクラウドスケールサービスの需要が高
まっている中、ハイパフォーマンスMTDCは、ユ
ーザー、データ、接続デバイスが存在するネット
ワークのエッジに近づけるため、移転される可
能性もあります。この動きは5Gで可能となる自
律走行車、産業オートメーション、マシン間通信
といったアプリケーションの低レイテンシと信
頼性要求を満たすことが目的です。

クラウドに支えられた拡張

特にシンガポール、インドネシア、マレーシア
で顕著なこうした拡張の動きにより、東南ア
ジアは世界でもコロケーションデータセンター
（DC）が最も急速に成長する地域となりつつあ
ります。同地域の市場規模は、2019年～2024
年にて13%の年平均成長率で拡大することが
予測されています。概して、アジア太平洋地域の
コロケーションDCの市場規模は、2024年まで
に約280億ドルとなることが予測されます。DC
の建設は2019年後半を通じても成長しており、
特にローカルのクラウド利用が主流となってい
る重要な地域別データセンター市場でそれが
顕著です。

IDGの調査によると、約3分の2の企業がすでに
コロケーションセンターでデータの少なくとも
一部を保管しています。オンプレミスの施設の
み利用する企業ですら、70%以上がコロケーシ
ョン施設へデータの一部を移行する計画を立
てています。サーバーの可視化とクラウド実装
が進んでおり、コロケーションセンターが提供
する柔軟性と信頼性を利用して、企業はサード
パーティの施設におけるハイパフォーマンスな
リソースを活用しつつ、重要な資産の管理や電
力と冷却の要求を賄えます。

一般的にコロケーションDCと呼ばれるマルチ
テナントDC （MTDC）は、新たな企業テナントへ
素早く効率的にネットワークを設定して、物理

急速なデジタル化、高所得層の増加、技術にますます精通する若年層に支えられ
たクラウドベースのサービスとデータストレージの要求が高まっており、大手企業
はクラウドインフラの規模を拡張しています。
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柔軟な移行プラットフォーム、終端済みファイバ
ーと銅線の接続機能、自動化されたインフラ管理
（AIM）ソリューションを含むイノベーティブなソ
リューションは、こうしたアプリケーションをサポ
ートしなければなりません。

リスクのない移行

DCが25G/40G/100Gおよびそれ以降に対応
し、最大99.999%の可用性を保つことは、膨大
な接続を利用する常時接続のデジタルビジネ
スでは最低限の要求です。

CommScopeの高速移行プラットフォームはモ
ジュール式の構成ブロックを使用して、新たな
アプリケーションやアーキテクチャから要求さ
れる、増え続ける速度と密度をサポートします。
このプラットフォームはSYSTIMAXポートフォリ
オの接続機能と構内配線ソリューションで補完
され、成長に備えた機敏性、管理性、拡張性を
提供します。

例えば、省スペースの高密度（HD）と超高密度
（UD）パネルはラックユニット（RU）ごとに、シ
ングルモードまたはマルチモードで最大72のデ
ュプレックス・ルーセントコネクタ（LC）または
48のマルチファイバー・プッシュオン（MPO）ポ
ートを提供するため、今日のリーフ&スパインネ
ットワークのスパインスイッチレイヤーにおける
高密度のファイバーポートに合わせられます。

終端済みかつテスト済みのファイバーアセンブリ
は、実装の速度と精度を高めます。超低損失で
終端済みのシングルモードおよびマルチモード
用コンポーネントはリンクの寿命を延ばし、減衰
度に敏感なアプリケーションをサポートします。

HDとUDパネルで提供されるCommScopeの
imVision AIMソリューションを使用すれば、DC
はポートレベルでリアルタイムにインフラを監

視して管理できます。imVisionは移動・追加・変
更の計画・実装・文書化を自動的に行い、修理
にかかる実働時間を短縮し、物理層で未計画の
変更や未許可の変更をリアルタイムでアラート
を送信します。

エンタープライズとコロケーション施設がより複
雑になるにつれ、素早く戦略を変更し、新たな市
場機会を簡単に捉えるには、正しい物理層イン
フラを構築することが第一歩です。経験豊富な
パートナーとして、当社が構築を支援します。

CommScopeは銅線とファイバーインフラのソリ
ューション、およびインサイトを提供可能なAIM
を駆使し、MTDC導入の効率とパフォーマンス
を最大限に引き上げています。設置空間もまた、
屋外施設（OSP）、出入口の設備、面談室やケ
ージへ光学配信フレームとファイバーレースウ
ェイのソリューションを通じて強化されていま
す。これらのほかにも、CommScopeは最上位の
MTDCプロバイダーと提携することで、DCの取
り組みを通じてビジネスニーズを高められるよ
うにしています。
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https://www.commscope.com/product-type/networking-systems/automated-infrastructure-management/
https://www.commscope.com/hsm/
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CommScopeとEquinixがMTDCアライアンスの
威力を実証

成功事例：EQUINIX、グローバル

Equinixが提供するDCは、接続性と高密度が認
められ、アジア、オセアニア、北米、EMEA（欧州・
中東・アフリカ）におけるデータセンターエコシ
ステムのリーダーボードにて、7回連続で首位を
獲得しています。

多数のM T D Cプロジェクトの提携を経
て、EquinixはCommScopeのMTDCアライ
アンスに参加する初のパートナーとなりまし
た。MTDCアライアンスは、現時点で世界中から
最大手のMTDCプロバイダー6社と100近くのサ
ービス・インストレーション・インテグレーション
のパートナーが参加する協働プログラムです。

Equinixは世界最大手の為替サービス企業へ
MTDC用の空間と相互接続機能を提供します。為
替取引では、超高速なプラットフォームで、世界を
またがり数兆ドルの取引が日常的に行われます。
企業トレーダーを市場へつなげるネットワークの
リンクでは、ミリ秒は百万ドルを意味します。

公平な取引場所を求めて、取引のトレーダーは
為替プラットフォームのプロバイダーへレイテン
シの均一化を要求しています。CommScopeが
ある為替サービスプロバイダーを支援した際、
同社の取引パートナーのデータセンターからマ
ッチングエンジンへ延びるリンクをアップグレー
ドし、場所に関係なく均一なレイテンシを保証
できるようにしました。同プラットフォームのマ
ッチングエンジンは1棟のビル内に存在し、パー
トナーは別の2棟のビルに存在していました。

ソリューション

このプロジェクトは、実装前にテストができな
い地下のOSPを設置することが必要でした。
そのため、CommScopeはキャンパス間リンク
を設置して稼働させるまでわずか数週間しか
与えられず、一度きりの作業ですべてを完成さ
せなければなりませんでした。

CommScopeのエンジニアが技術的問題を解
決する一方、Equinixは物流を担当し、サービ
スプロバイダーのチームが最新状況を理解で
きるよう努めました。このソリューションは、高
カウントのリボンファイバーの複数回にわたる
配線、ラックマウント形式のファイバーパネル、
コネクタアセンブリで構成されています。スプ
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https://www.commscope.com/resources/case-studies/equinix/
https://cloudscene.com/news/2019/08/h1-data-center-leaders/
https://cloudscene.com/news/2019/08/h1-data-center-leaders/


コアからエッジまでのスマート化：デジタル企業に向けた次世代のネットワーキング

第3章：将来に備えた効率的なデータセンターの構築

ール配線を正確に測定するのみならず、各リン
クでエンドツーエンドの光学距離も正確に合わ
せる必要がありました。

ビル内の等距離リンクを正確に測定するため、
高感度の光学後方散乱反射計（OBR）が使用さ
れました。ビルAとBで1本のトランクケーブルが
終端され、もう1本が顧客のマッチングエンジン
にてあり、両ケーブルがOBRで終端されました。

メリット

成功を収めたこのプロジェクトは、OSPのレイテ
ンシ均等化が可能であることを証明しています。

また、CommScopeとEquinixの間で、MTDCアラ
イアンス内で結ばれた提携関係の重要性も再
確認しました。

為替サービスプロバイダーのインフラは現在、
ユーザー、クラウド、ネットワークに最も近い領
域で戦略的な管理を提供する相互接続とコロ
ケーションのプラットフォームである、Platform 
Equinixで運営されています。同社はレイテンシ
を抑えた状態で他の取引パートナーと接続で
き、市場ニーズの変動にあわせて業務の規模を
調整できます。
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そのため、アジア太平洋地域のビジネスおよび
ITをけん引する企業（特にホテル、医療施設／
病院、ショッピングモールなど）は、Wi-Fi体験に
満足がいかない場合、ブランドの評判に傷がつ
くことにほとんどが同意します。この点で、Wi-Fi 
4または5と比較して、Wi-Fi 6はワイヤレス帯域
とネットワーク効率を大幅に引き上げる重要な
利点を持ちます。

Wi-Fi 6

Wi-Fi 6または802.11axは、2019年から新規導
入が始まりました。最大10 Gbpsのワイヤレスデ
ータレートを提供し、空港、スタジアム、ホテル、
アパート、商業ビル、エンターテイメント会場と
いった今日の非常に高密度で混雑した環境で
稼働するよう、設計されています。

旧世代の802.11ac Wave 2よりも4倍の容量へ
拡張されているため、高密度なデバイス環境へ
導入されるWi-Fi 6は、より多様なユーザーとデ
バイスが同時に接続される環境で、より高いサ
ービスレベル契約をサポートします。

Wi-Fi 6ネットワークはIoTデバイスをより効率よ
く動作させ、新世代のIoTデバイスを利用できる
環境を確保します。特に、Wi-Fi 6のターゲットウ
ェイクタイムなどの機能を通じて、サービスを単
一のWi-FiまたはIPインフラへ集約し、増え続け

現場レベルに目を向ければ、エンドポイントの
Wi-Fiネットワーク性能が不足している場合、オ
ンラインの顧客体験を改善しようとする企業の
いかなる分析も無駄になってしまいます。そう
した場合、ユーザーはデータの利用法を変えよ
うとはしません。別のWi-Fiへ切り替えるだけで
す。例えば、ホスピタリティー業界では、ホテル
のWi-Fi体験に満足できない場合、9割の宿泊
客はそれ以降同じホテルを予約することはない
との調査結果があります。同じことが、イベント
会場にも言えるでしょう。

まさに、従業員と顧客のデバイスへのWi-Fi接
続は、アジア太平洋地域で普及しつつあるデジ
タル経済の基盤を成しています。従業員がより
仕事をしやすくし、協力しあえるようにするた
めの生産性ツールだけでなく、企業組織がアプ
リ、ウェブサイト、その他のインターネットまた
はイントラネット上のデジタルサービスで直接
顧客とやりとりできるようにするためのプラット
フォームでもあります。

今日のデジタル化され、大規模に接続された環境では、ユーザー体験が鍵を握りま
す。Ruckus Asia PacificによるWi-Fi環境の調査によると、2018年度で企業が接続
ダウンタイムにより被った損失は世界全体で5,100万ドルに上ります。重要な点は、
ワイヤレス接続のダウンタイムとボトルネックによる生産性の低下が、企業組織が
デジタル革命を加速させ、 自社の変革をすることを妨げていることです。
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るネットワークの負荷を処理できるバッテリー
駆動効率を実現できます。

Wi-F iネットワークは高密度地域における
LTE/5Gネットワークの負荷を軽減し、顧客体
験を強化するのに役立ちます。Wi-Fi 6は複数
のユーザー、複数の入出力（MU-MIMO）技術
に対応し、互換のアクセスポイント（AP）にお
いて、最大8名のユーザーを同時に同じ速度
で扱えるようにします。

しかしながら、ワイヤレスAPへの配線インフラ
を適切に実装しない限り、Wi-Fi 6の真のメリッ
トを企業が享受することはできません。APのデ
ータレートは、イーサネットのインターフェース
が1 GbEから2.5 GbEを経て5 GbEへ進化する
につれ、急速に伸びています。現在と将来のア
プリケーションに必要な帯域を提供するため
に、TSB-162-A規格は、APに対応する各サービ
ス出力へ2本のカテゴリ6Aケーブルを配線する
ことを推奨しています。

さらに、ISO/IEC 11801-6規格は、Wi-Fiサービ
スの周波数帯域とデータレートに基づき、AP
の標準的な屋内到達距離を掲載しています。こ
の一覧を使用して、標準的なグリッドの到達距
離と、配線やサービス出力の配置を決定できま
す。

特殊アクセスポイント

どのネットワーク実装も、独自の要件を抱えて
います。例えば、ホテルや学生寮のすべての部
屋へWi-Fiを供給する場合、企業オフィスに対
処するものとは異なる種類のプラットフォーム
が必要です。大型のスタジアムや屋外にWi-Fi
を展開する場合にも、展開先に則した考慮が必
要となります。

Ruckusを傘下に置くCommScopeは、あらゆる
実装環境に対応するため、豊富な屋内および屋
外のAPオプションを用意しています。これには
ホテル等ホスピタリティー市場向けの壁面設置
のWi-Fiとイーサネットスイッチプラットフォーム
の組み合わせや、ビル内の既存の同軸ケーブル
配線を活用するソリューションが挙げられます。

超高密度の顧客環境に向けたCommScope 
Ruckus R750 802.11ax屋内Wi-Fi APは、Wi-
Fi CERTIFIED 6に認定された初のAPの一つで
す。Wi-Fiアライアンスによるこの認定は、スタ
ジアム、ホテル、会議場、学校といった超高密
度の顧客環境でR750が使用できることを認
証します。Wi-Fi CERTIFIED 6を取得している
ため、より多くの接続したR750 APが、Wi-Fi 
CERTIFIED WPA3セキュリティプロトコルをサ
ポートし、同時にこうした環境でピーク性能を
発揮できます。
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安定した高性能のWi-Fiがシームレスな患者の
ケアを実現

成功事例：伊藤病院、日本

東京に位置する伊藤病院は、甲状腺疾患を抱え
る患者の診断・治療・ケアを専門に扱っていま
す。最先端の医療技術を用いて、最高のケアを
提供することが同病院のミッションです。同病院
は、病棟での患者ケアに不可欠なインフラとし
て機能してきた、ワイヤレスネットワークのアッ
プグレードを開始しました。

IT管理者と病院の経営陣は、ネットワークの干
渉を最小限に抑えつつ、異なる階の間で接続デ
バイスがシームレスかつ安定してローミングで
きる環境を要求しました。これは、同病院のデジ
タル変革構想の中核を成しています。

電子医療記録・医療会計・臨床検査と放射線療
法の情報管理まで、数種類のITシステムが、ヘル
スケアの品質と安全性を改善し、スタッフの生
産性を最大限に引き上げ、患者の待ち時間を減
らすために導入されました。

ソリューション

チャンネル干渉が頻繁に発生する病院の高密
度環境であっても、スタッフと患者へ安定した
高性能なワイヤレスネットワークを提供するた
め、Ruckus 802.11ac屋内APとRuckus Zone 
Directorコントローラーが導入されました。

Ruckus Zone Directorコントローラーは、WLAN
全体の設定と管理を楽に行うための直感的なウ
ェブインターフェースを備えます。自動トラフィッ
クリダイレクション、適応型ワイヤレスメッシュ、
不正APの検出、高度なWi-Fiセキュリティ機能、
幅広い認証サポートといった機能を備えます。

メリット

高性能のCommScope Ruckus APは、アンテナ
をクライアント デバイスの方向へ向け、干渉を
排除し、混雑した環境でも高速でデータを転
送できるRuckusの特許取得済みBeamFlex+
適応型アンテナ技術を含みます。
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結果として、デバイスを使用するユーザーがフ
ロア間を移動しても、シームレスにWi-Fiが接
続され、屋内でのユーザー体験が改善されま
した。

特筆すべきこととして、同病院はワイヤレスネ
ットワークのセキュリティを改善するのみなら
ず、ネットワークインフラを病院の現在および
将来のニーズに合わせて拡張できるようにな
りました。

Ruckusソリューションの設置前後に病院のIT
管理者が行った独自評価では、病院内の様々
な場所における信号試験で、「良好」なスコアを
得られた箇所が増加しています。

設置後、病院のWi-Fiサービスに対するスタッ
フからの苦情がなくなりました。全体的に、ネ
ットワークサービスの問題が減少し、スタッフ
の生産性が増し、IT管理者は病院のWi-Fiネッ
トワークの可用性が向上したことを歓迎して
います。

さらに重要なことに、Wi-Fi 6が利用できるよ
うになったため、伊藤病院はどのような予算、
性能要求、実装シナリオにも合致する特許取
得済み技術を搭載した、CommScope Ruckus 
802.11ax APへシームレスにアップグレードで
きます。APは高密度な顧客やWi-Fiに不向き
な建築材など病院が直面する問題を解消する
のみならず、患者に対してもより優れたケアと
体験を提供できます。
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常時接続のインターネットとWi-Fi接続に対す
る需要は、今後5年間で急造することが予測さ
れています。従業員は、職場でビデオ配信を普
通に使用するようになっています。また、アクセ
スのニーズを後押しするのはスマートシティ構
想だけではありません。例えば、インドの過疎
地におけるWi-Fiプロジェクトは、数千もの村
へWi-Fiアクセスを提供することに乗り出して
います。

より多くのアプリがクラウドで提供されるにつ
れ、エッジはますますワイヤレスへ移行してい
ます。ワイヤレスアクセスポイント（AP）は実質
的に、IoTゲートウェイ、ファイアウォール、SD-
WANなど複数の機能が実行される集約アクセ
スプラットフォームの一部と化しています。アク
セスは、様々なライセンス帯域とアンライセンス
帯域で動作する、Wi-Fi、LTE、Bluetoothローエ
ナジー（BLE）、ZigBeeのなどの無線インターフ
ェースにより確立されます。

特に、Wi-Fiネットワークはこれまで以上に効率
化し、柔軟性を保ち、インテリジェントでなけれ
ばならなくなります。ネットワークはセンサーや
マシンデータを使用して、人工知能などのイノ
ベーションを組み合わせ、容量を自動的に調整
配備し、ユーザーに影響を与える前に、問題を
解決します。

同時に、データを多用するワイヤレスとクラウド
ベースのアプリケーションへの依存が深まるに

つれ、エッジでのワイヤレスAPとイーサネットス
イッチとの間でマルチギガビットの接続性に対
する需要が増しています。

マルチギガビットの接続性

802.11ac（Wi-Fi 5）に、802.11ax（Wi-Fi 6）仕様
が加わり、APは1ギガビットを超えるスループッ
トを持つ可能性があります。Wi-Fi 6 はより多く
のデバイスと広帯域が必要なアプリケーション
を扱うために構築されています。しかし、1台の
Wi-Fi 6クライアントだけでも通常のAP上の既
存の1 GbEバックホールがすぐに過負荷に陥っ
てしまいます。このため、APとスイッチ間でマル
チギガビットの接続を確保することに注目が集
まっています。

1ギガビットWi-FiとマルチギガビットWi-Fiの性
能ギャップを埋めることは、スタジアム、展示場、
ホテル、さらに小学校や中学・高校をも含む、過
酷な環境で必要となりつつあります。

ほとんどの802.11ac APは2つの1 GbEポートを
備えており、2.5 GbEポートを搭載するものもあ
ります。

通信ネットワークはますます複雑性を増しています。広帯域幅、メディア主導のアプ
リケーション、個人デバイスの持ち込み（BYOD）の企業文化、モノのインターネット
（IoT）に押され、802.11ax （Wi-Fi 6）が認知度を広めつつある状況とは言え、企業
組織は802.11ac Wave 2 Wi-Fiの導入を急いでいます。
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新型の802.11ax (Wi-Fi 6) APは理論上、最大10 
Gbpsをサポートします。しかし、実世界の制限事
項がスループットを低下させるため、こうしたAP
には5 GbEポートが搭載されるでしょう。

APとスイッチ

CommScopeの傘下に入ったRuckus Networks
は、スタジアムやアリーナなど、膨大な容量が要
求される非常に過酷な現場へWi-Fiを導入して
きました。CommScope Ruckusは、2.5 GbE接続
に対応してWi-Fi 5またはWi-Fi 6へ最適化され
たAPやスイッチを、またはWi-Fi 6に最適化され
たフラッグシップAPや2.5/5/10 GbEポートを持
つICX Z-Seriesスイッチを通じてマルチギガビッ
トオプションを提供します。
 
これらのマルチギガビットソリューションを使用
して、企業組織はコスト、パフォーマンス、Wi-Fiク
ライアントの密度の兼ね合いをとることができま
す。例えば、超高密度なクライアント環境に向け
たCommScope Ruckus R750 802.11ax屋内AP
は、Wi-FiアライアンスのWi-Fi CERTIFIED 6認定
を受けています。

また、Ruckus ICX 7150-C10ZP、ICX 7150-48ZP、ICX 
7650-48ZPは、R750を用いた様々な導入環境に
適した2.5/5/10 GbEイーサネットスイッチングの豊
富なオプションを提供します。さらに、Ruckus ICX 
7850スイッチはマルチギガビットを求める企業や
キャンパスのネットワークへ100 GbEのエッジツー
コア接続機能を提供するべく設計されています。

安定して豊かなWi-Fi 6のユーザー体験を維持す
るために、CommScope Ruckusマルチギガビット
スイッチング、Wi-Fi技術、統合ネットワークコント
ローラーをCommScopeの構内配線と組み合わ
せれば、包括的なエンドツーエンドのネットワー
クソリューションを形成できます。

Wi-Fiを最適化するケーブル配線とPoE

最新のWi-Fi APをサポートするケーブル配線インフ
ラは、仮想現実、4Kビデオ配信、ウェアラブルなど、多
くの帯域を消費するデバイスやアプリケーションを扱
えるようにアップグレードしなければなりません。IoT
デバイス、ビデオ監視、資産追跡、気象制御システム、
スマートロック、POS情報管理などのユースケースを
サポートするために、強固な接続性も必要です。
 
一般的に、マルチギガビット技術は広く普及するCat 
5e（2.5 Gbps用）またはCat 6（5 Gbps用）ケーブル配
線を活用します。そのため、企業は自社のWi-Fiネット
ワークのパフォーマンスを最大限に引き上げ、既存の
ケーブル資産を使用してマルチギガビットのアクセス
性能を得られます。

こうしたA Pのパフォーマンスを最適化するため
に、802.3bt PoE規格を90 Wの上限までサポートす
るカテゴリ6Aのケーブル配線インフラとマルチギガ
ビットスイッチを設置する必要があります。Ruckusの
マルチギガビットスイッチはポートあたり最大90ワッ
ト、スイッチ筐体合計のパワー・オーバー・イーサネッ
ト（PoE）バジェットは最大1500ワットに達します。将
来のネットワークに対応できるよう、アップリンクは最
大100 Gbpsに達します。
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シームレスで拡張性の高いWi-Fiが教育分野の
イノベーションの基礎を形成

成功事例：シドニー工科大学（UTS） INSEARCH、オーストラリア

シドニー工科大学（UTS）の付属校であるUTS 
Insearchは、世界中に拠点を持ち、2019年後半
にはスリランカのキャンパスが開設されました。
シドニーにあるUTS Insearchのメインキャンパ
スは5棟の建物と70もの教室を備えます。同組
織には75か国から、5,000人以上の学生、300
名以上のスタッフが勤務しています。

UTS Insearchは、最高の接続性能とカバレッジ
を持ち、現在ならびに将来のWi-Fi需要に対応
可能な、高性能のネットワークソリューションを
メインキャンパスに設置することを求めていま
した。高速の有線接続と合わせ、シームレスな
Wi-Fiが、デジタルカリキュラムと常時接続の教
室を構築する基礎の中核を成します。

しかし、UTS InSearchのレガシーAPの速度は基
準に達しておらず、高密度の同時接続を実行し
て、外国人留学生が学習し、自国の友人や家族
とつながるためのシームレスなインターネットを
サポートできていませんでした。

ソリューション

UTS Insearchは、レガシーAPをRuckusの特許
取得済みアンテナ技術であるBeamFlex+を備
えたCommScope Ruckus 802.11ac APへアッ
プグレードしました。また、有線ネットワークを
強化するためにCommScope Ruckus ICXスイ
ッチも導入しています。このソリューションは、
クラウドベースの位置情報サービスを使用し
て部屋の利用状況のモニタリングを行うため
にCommScope Ruckusスマート位置情報技術
（SPoT）へ簡単にアップグレードすることがで
きます。

UTS Insearchは、Ruckusポートフォリオの高RF
パフォーマンス、シームレスなアップグレード用
のパス、優れたカスタマーサービス、プロジェク
トそれぞれに特化した専門家による継続的なコ
ンサルティングを高く評価しています。
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Ruckus APはキャンパス全体へ導入され、階段
教室、通廊、主要な公共空間など、需要の多い
エリアが重視されました。

CommScope Ruckus SmartZoneネットワーク
コントローラーはAPのみならず、ICXスイッチも
管理できます。証明書ベースのBYOD管理を行
うためのCloudpathも提供済みです。

メリット

RFパフォーマンスが向上すれば、各部門は
以前のハードウェアよりもAPの使用数を約 
30～40%減らせます。そのうえで、Ruckus ICX
スイッチは高性能、柔軟な拡張性、中規模から
大規模な実装での管理の簡素化を提供し、現
在と将来のネットワーク需要を満たします。

Ruckus SPoTサービスを使用して室内の使用率
をモニターすれば、空間やエネルギーコストの
無駄を最小限に抑えられます。アップグレードさ
れたWi-Fiネットワークを使用し、UTS Insearch
は長期的な教育分野のイノベーションをサポー
トするサービスも追加できるようになりました。

近い将来、UTS InsearchがVirtual SmartZoneコ
ントローラーを使用してCampus Fabricを管理
できるよう、CommScopeは支援します。より大
規模な導入をサポートするために、ICXスイッチ
は36台から50台以上に増える予定です。
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世界全体のBYOD市場は2019年～2024年にか
けて15%を超える年平均成長率を達成すること
が見込まれており、中でもアジア太平洋地域が
最高の成長率を示しています。BYOD採用は、業
務情報または個人情報のいずれであれ、どこでも
情報へアクセスするため、日常生活でのモバイル
デバイス利用の継続的な増加、様々な分野にま
たがるIT支出の増加、在宅勤務の企業文化、スマ
ートシティ政策などを背景に広がっています。

さらに、安全でないネットワークアクセスは、多
くの企業では無視できないリスクです。有線とワ
イヤレスのアクセスに対するセキュリティを改善
する簡単な方法に沿ったCommScope-Ruckus
のソリューションポートフォリオは、ネットワーク
で使用できるデバイスとユーザーの可視化と管
理を改善し、データセキュリティを強化します。

セキュアなオンボーディング

特にセルフサービスに対する企業とエンドユー
ザーの期待は、消費者としての体験に基づいて
います。ユーザーは、小売店で新しい携帯電話
や自宅のWi-Fiへ一度設定し接続すれば、その
後は何もしなくてもよい習慣に慣れ親しんでい
ます。

しかし企業環境では、IT部門はMAC認証やネッ
トワークのインフラに組み込まれた事前共有鍵
（PSK）などの、面倒なネットワーク オンボーデ
ィングと認証に頼りがちです。

正しい仕組みに基づくセルフサービスのほうが、
ネットワークのオンボーディングに適しており、ユ
ーザーが簡単に、直感的に扱えます。このため、IT
部門が関与せずとも、ユーザーが1回だけオンボ
ーディングを行うと済むセキュアなネットワーク
のオンボーディングの専用システムが求められて
います。

Cloudpath導入システム

CommScope RuckusのCloudpathシステムソフト
ウェア、またはSaaSプラットフォームは、BYODユ
ーザー、来客、IT部門支給のデバイスがネットワ
ークへオンボーディングするプロセスを一元化し
ます。IT部門が、役割に応じたアクセスのポリシー
を定義して管理し、ネットワーク上でユーザーが
アクセスできるデバイスを可視化して詳細に制御
し、ネットワークアクセスに関するヘルプデスクへ
の問い合わせを劇的に削減します。

Cloudpathはすべての接続をWPA2-Enterprise
でセキュアにし、強力な暗号化でデバイスとアク
セスポイント（AP）間のデータ転送を保護します。
社内ユーザーは、自身のログイン情報を使用し
て、どのデバイスでもネットワークアクセスを自分
で確保できるようになります。ネットワーク認証
のデジタル証明を通じて、一旦接続すれば、ユー
ザーはWi-Fiパスワードを覚えておかずに済むよ
うになります。

個人デバイス持ち込み（BYOD）ユーザー、来客、IT部門から支給されたデバイスが
IT部門の介入を必要とせず、シンプルかつセキュアにネットワークへアクセスできる
よう、一元化されたネットワークのオンボーディングを備える直感的なセルフサー
ビスのワークフローを多数の企業が開発しています。
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https://www.mordorintelligence.com/industry-reports/byod-market
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さらに、CommScope RuckusのR730アクセスポ
イントといった統合APを使用して、IT部門はワイ
ヤレスインフラ全体を手軽に監視し、管理して、
安全性を確保できます。これにより、ネットワー
クの自動化、実行に役立つ解析結果の生成、オ
ープンAPIを備えたカスタム ダッシュボード作成
が可能になります。

Cloud Wi-Fi

CommScope Ruckus Cloud Wi-Fiが提供するサ
ービスとしてのワイヤレスLAN管理とCloudpath
のサービスを組み合わせれば、新規ユーザーや
ゲストがWi-Fiを備えたビルやキャンパスで安
全かつ簡単にオンボーディングできます。
 
Cloudpathソフトウェアの802.1X認証管理と
Ruckusのクラウド管理Wi-Fiを使用すれば、小
規模のIT部門であっても、新規ユーザーやワイ
ヤレスAPをリモートで簡単に追加し、ゲストネ
ットワークを管理し、Wi-Fi対応ビルやキャンパ
ス全体、またはマルチサイトの運用を管理でき
ます。

Ruckus Cloud Wi-Fiを使用すれば、IT部門は、
直感的でシンプルな単一のウェブダッシュボー
ドまたはモバイルアプリケーションから、エンタ
ープライズグレードのWi-Fiネットワークを設
定、管理、最適化、トラブルシューティングが可
能です。これにより、例えば小売店は詳細な解析
を楽に取得し、ホテルは宿泊客の滞在体験を高
め、老人ホームや介護施設はリアルタイムで健
康常態のデータをモニターできます。

ゲストユーザーはセルフサービスのログインポ
ータルへアクセスし、メールまたはSMSでイン
ターネットアクセスの認証を取得できます。クラ
ウドベースまたは仮想化されたオンプレミスの
実装のいずれであれ、このソリューションはどの
ユーザー、デバイス、ネットワークインフラをも
サポートできます。

IoTエンドポイントのオンボーディング

デバイスのセキュアなオンボーディングは、多
様な規格、デバイス、サービスが乱立するエコシ
ステムでIoTソリューションを実装しようとする
企業組織にとって難題です。一般的に、IoTアク
セスは複数の物理層ネットワークを単一の集
約ネットワークへ統合することで、この問題を
解決します。

この共通ネットワークは単一のセキュリテ
ィプロトコルを確立し、I oTエンドポイント
の管理とポリシー設定を一つにまとめま
す。CommScope RuckusのIoTスイートは、LAN
とWLANインフラを再利用して、そうしたネット
ワークアクセスの確保を簡素化することで、複
数のIoTソリューションをサポートするための実
装期間を短縮し、コストを低減します。

このコンセプトは製造、ホスピタリティー、ヘル
スケア、教育といった様々な市場へ適用できま
す。ホテルでは、宿泊客とスタッフが、ますます
多くのワイヤレスデバイスやシステムをWi-Fiや
Zibbee、LoRa、Bluetoothローエナジー（BLE）など
のワイヤレスプロトコルへ接続しています。こうし
たワイヤレスプロトコルを単一のAPへ統合する
ことで、ホテルは物理空間を節約し、デバイスの
セキュアなオンボーディングを一元化できます。
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高速でセキュアなキャンパスWi-Fiが学習体験を向上
成功事例：アジアパシフィック大学、マレーシア

アジアパシフィック大学（APU）は、最高の教育体
験と学習体験を提供することを目指しています。
このため、同機関は展開と保守を簡単に行える
高性能なWi-Fiネットワークを求めていました。

キャンパスですでにスマートデバイスが広範に
使用されており、講師、スタッフ、学生がセキュア
かつシンプルにオンボーディングできるようにす
ることが必須の要件となりました。

学生は授業や講義に必要なサーバー アプリケ
ーションへ、キャンパス内外から安定してセキュ
アにアクセスできなければなりません。ネットワ
ークはまた、講義室や大学の研究室のコンピュ
ーター、電話、プロジェクターといった複数のプ
ラットフォームに対するワイヤレス環境をサポー
トしています。

ソリューション

CommScope Ruckus APがキャンパス全体でシ
ームレスなワイヤレスネットワークのローミング
を提供し、最大30万のデバイスへ拡張可能な
仮想SmartZone （vSZ）コントローラーを通じ
て、管理者は大学の変化するニーズに従い、ネッ
トワークを拡張し適応させることができました。

さらに、CommScope Ruckus ICXスイッチがネッ
トワークの設定、管理、アップグレードを簡素化
し、セキュリティを強化し、トラブルシューティン
グを最小限に抑えました。ICXスイッチングアー
キテクチャが、最も負荷の大きなビデオ、ユニフ

ァイドコミュニケーション、VDI、モバイルアプリ
ケーションへ高いスループットを確保しました。

メリット

CommScope Ruckusソリューションを使用し
て、APUはBYOD、メディア リッチなアプリケー
ション、モノのインターネット（IoT）をサポートす
る、低価格で復元力の高い有線およびワイヤレ
スのネットワークを導入できました。同機関のネ
ットワークは、どんな場合でも約7,000もの接
続デバイスを楽に処理できるようになり、さらに
余裕を保っています。
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このソリューションは、ダイナミック事前共有鍵
（DPSK）とRuckusのZero-ITアクティベーショ
ンを備えています。DPSKは講師と学生のネット
ワークを区別でき、Wi-Fi利用をよりセキュアに
できます。同時に、Zero-IT機能は、講師と学生
がIT部門の介入なしで自身のユーザーIDを使用
して、直接認証を行えるようにします。

ワイヤレスクライアントに対する役割に基づく
詳細なポリシーを通じて、ユーザーの役割、ドメ
イン、場所、OSの種類などで区分されたポリシ
ーグループを作成できます。役割は新規ユーザ
ーの認証段階で、必要に応じて他のポリシーと
共に割り当てられます。

APUは、緊急事態において管理者が学生の移
動状況を追跡するための屋内位置情報追跡、
学生が自身のIDを使用せずとも講師が出席状
況を追跡することを目的に、分析とインサイト
機能の追加を検討しています。

APUは技術面とインフラ面の将来的なニーズ
に前もって備えています。今後、Wi-Fi 6は将来
のデジタル学習ツールや新興のIoTアプリケー
ションが要求する容量と安定した接続を十分
にサポートできるはずです。
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物理層のセキュリティ

企業ネットワークでのデータ侵害のコストは、金銭的
な損失の範囲をはるかに超えます。企業が信頼を取
り戻し、評判を回復するまでに数年はかかります。デ
ータセキュリティ侵害の60%は、社内の人物による悪
意のある攻撃や不注意によって起こると推定されてい
ます。社内外の脅威に対するデータセキュリティのプ
ランでは、物理層のインフラが明らかに重要な役割を
果たします。

ヘルスケアや金融などの業界では、ネットワークセキ
ュリティの問題は、データストレージに関する規制と
準拠要求を生み出しました。ネットワークセキュリテ
ィ上の課題は主に2つのカテゴリーに分類されます。

•  権限を持たない人による不認可のアクセスは、IP
接続されたカメラ、占有率センサー、アクセス制
御、その他の物理的セキュリティを賄う接続され
た要素の実装によって、防止または軽減できま
す。キー付きコネクタ、セキュアなパッチコード、ポ
ートブロッカーなどの物理的な配線セキュリティ
を導入し、不認可アクセスの脅威を減らせます。
同様に、自動インフラ管理（AIM）ソリューション
は物理層におけるすべての未承認活動を記録し、
報告できます。

特に、アジア太平洋ではデジタル接続の割合が
高く、その一方でサイバーセキュリティの認知
度が低く、国境を越えたデータ転送が増加して
おり、規制が弱いため、サイバー犯罪者にとって
は理想的な環境です。例えば、東南アジアでは
デジタル変革がすべての経済分野へ進出してお
り、インターネットは人口の大半で利用される
までに至っています。

内部の脅威がデータ侵害で軽視されがちな要
素であるのと同様に、ネットワークアクセスのセ
キュリティもまた、保護対策であまり重視され
ない領域です。CommScope Ruckus Cloudpath
導入システムのように、セキュアなオンボーディ
ングと認証用のシステムを使用すれば、役割に
基づいたネットワークアクセスのポリシーを簡
単に定義して管理できます。許可されない活動
が検出された場合、IT部門はネットワークへの
アクセスを遮断できます。

ネットワークアクセスに関するヘルプデスクへ
の問い合わせを劇的に減らせるセキュアなオン
ボーディング以外にも、あらゆる進入の経路や
層にて、企業は未承認のアクセスを防止しなけ
ればなりません。この対策には、アプリケーショ
ンレベルでの暗号化、仮想プライベートネット
ワーク、ファイアウォール、物理層のセキュリテ
ィが挙げられます。

高度な接続性を誇る、今日のスマートビルにおいては、あらゆるネットワーク接続
が企業ネットワークやミッションクリティカルなネットワークへ侵入するための入口
となり得ます。同時に、内部の脅威については、保護するデータにアクセスできる人
々の数が、攻撃ポイントの規模を直接左右します。
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第7章：物理層のデータセキュリティを用いた社内外の脅威の防止

セキュリティ監視とパワードファイバ
ー／PoEケーブル配線

インテリジェントビルで一般的に設置されるIPセ
キュリティカメラと占有率センサーのネットワー
クが、権限を持たない侵入者の検出に役立って
います。適切なケーブル配線インフラが設置され
ていれば、こうしたパワー・オーバー・イーサネット
（PoE）社内セキュリティモニターをビルやキャン
パス全体に配置できます。

AIMシステムはハッカーの疑いがある人物を特定
することしかできませんが、カメラであれば視覚的
な証拠を得られます。低電圧のパワードファイバ
ーやPoEネットワークは、こうした接続センサー、
カメラ、コントローラーをサポートします。主電源
が切断されても、AIMシステムやすべての接続セキ
ュリティデバイスはスイッチから電源を得て稼働
し続けます。スイッチは通常、UPSバッテリーや発
電機でバックアップされます。この電源体系の方
が、本質的に復元力があり、セキュアです。

•  権限を持つ人物による未許可のアクセス
は、検出と排除がより難しくなります。エン
タープライズネットワークの複雑さと深遠
さに対処するAIMシステムを使用して、ネ
ットワーク管理者は内部からネットワー
クの接続を監視して管理できます。インテ
リジェントなケーブル配線、コネクター、
パッチパネルを使用し、同システムはリア
ルタイムでポートとデバイスレベルの物
理層での活動すべてを自動的に検出して
マッピングします。権限を持たない人物が
デバイスへ接続したり、接続を解除すれ
ば、CommScopeのimVisionが自動的にIT
担当者へ警告を発します。

ビル内ワイヤレス

モバイルトラフィックの大部分はビル内から発
信されるかビル内へ送信される事実を踏まえ、
ビル内ワイヤレスネットワークは企業にとって、
水道や電気と同程度に必須のインフラと化して
います。悩ましいことに、ハッカーがほとんどの
企業Wi-Fiシステムで使用されるWPA2セキュ
リティプロトコルの脆弱性を悪用する方法を発
見しています。

同プロトコルの最新バージョンであるWPA3（
企業向け）は、192ビットの暗号化と同等の強度
を誇ります。代わりに、サービスプロバイダーが
一括してセキュリティを管理して制御する、専用
の分散アンテナシステム（DAS）で駆動されるセ
ルラーやモバイルネットワークのほうが、旧来の
Wi-Fiよりも強固で高い応答性を示します。
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継続的な監視と警告を通じて真のセキュアネ
ットワークを実現

成功事例：ハノイ証券取引所、ベトナムと南オーストラリア州医療研究所、オーストラリア

ハノイ証券取引所と南オーストラリア州医療
研究所（SAHMRI）の両方において、接続性の
パフォーマンスが最重要となるセキュアなネッ
トワークインフラを確立することが主要な課題
でした。

システム管理者がネットワークの物理層をリア
ルタイムで把握できるようにし、トラブルシュー
ティングを速め、セキュリティを改善しつつ、同
時にネットワークの休止時間を低減して、メンテ
ナンスを低コストに抑えるため、インテリジェン
トなインフラ管理が必要とされました。

ソリューション

両組織は構内配線の大手サプライヤーである
CommScopeへ打診し、インフラの要件をすべ
て満たすSystem Managerソフトウェア、iPatch 
Manager、iPatchインテリジェント銅線／ファイ
バーパネルで構成されるSYSTIMAX iPatchシス
テムを導入しました。

CommScopeが行う設置は、グローバルなサポ
ート体制と、業界最長の20年保証に裏付けられ
ています。ハノイ証券取引所では、完成したイン
フラがCCTVとアクセス制御システムを接続しま
す。データセンター内で、SYSTIMAXのケーブル
配線がサーバーとストレージエリアのネットワ
ークを接続します。

同時に、SYSTIMAX 360ソリューションをベース
とするネットワークインフラがSAHMRIのデー
タシステムへ接続し、ビル管理、セキュリティ、ボ
イスオーバーIP、照明制御などの超低電圧シス
テムをサポートします。こうした重要なアプリケ
ーションは銅線とファイバーのケーブル配線に
依存し、高性能と高信頼性を特徴とします。

メリット

両組織のIT管理者は物理層をリアルタイムに可
視化し、制御できるようになりました。設置場所
の銅線とファイバーの接続は、ネットワーク接続
と取付られたデバイスの監視が可能なiPatchパ
ネルを使用して管理されました。
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iPatchソフトウェアはまた、未承認のアクセスポ
イントを検出して位置を特定し、管理者へあら
ゆる変更を直ちに通報します。System Manager
ソフトウェアは、標準のウェブブラウザーを通じ
たインフラの文書化と監視を支援します。

imVision AIMプラットフォーム

iPatch Systemをベースに、CommScopeは
imVision AIMソリューションを提供します。ネ
ットワークの物理層とそこへ接続されるデバ
イスへ影響を与える事象を一段上のレベルで
可視化し、リアルタイムのインテリジェンスを
提供し、実行可能なインサイトを加えます。

AIMソリューションは、接続環境をリアルタイム
で監視するために、インテリジェントケーブル配
線、コネクター、パッチパネルを使用します。未

認証または認証済みのデバイスが許可されな
い情報へアクセスを試みていることを検出する
と、システムは直ちに警告を発します。

System Managerは、ワイヤレスで動作するもの
も含め全てのデバイスについて、ネットワーク内
の移動を追跡します。同ソフトウェアはPoEデバ
イスとも統合し、接続場所へ電力が供給されて
いることを確かめます。さらに、iPatchインテリジ
ェントパネルは、ネットワークで不慮の変更が
検出された場合にリアルタイムで警告を発信し
ます。

カテゴリ6Aのケーブル配線を使用したPoEとパ
ワードファイバー技術を導入することで、IPセキ
ュリティカメラやAIMベースのインテリジェンス
といったセキュリティシステムの復元力を強化
できます。
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通信ネットワークはますます複雑性を増しています。RuckusとARRISのポート
フォリオを加えたCommScopeは、デジタル変革を遂げるアジア企業が機会を
捉え、ネットワーク集約、あらゆる場所でのファイバー接続とモビリティ、5G、
モノのインターネット、急速に変化するネットワークと技術のアーキテクチャ
などの長期的なトレンドを利用できるよう支援する体制を整えています。

本eブックで紹介された技術革新と顧客事例
は、新たな顧客構想が限界を打ち破り、顧客ネ
ットワークのコア、アクセス層、エッジで直ちにイ
ノベーションを引き起こす様子に焦点を当てて
います。

結論



CommScope (NASDAQ: COMM) は世界各地におい

て、有線ネットワークおよびワイヤレスネットワーク

を設計、構築、管理しています。当社は、通信インフ

ラのリーディングカンパニーとして、未来の常時接続

ネットワークを形成します。40年以上にわたり、2万

人の従業員、イノベーター、技術専門家から構成さ

れる当社のグローバルチームは、将来的に必要とさ

れる内容を予測し、実現可能とされる枠の幅を広げ

ることで、世界中のお客様を支援して参ります。詳細

は、commscope.comをご覧ください。
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